平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名: 　 eq \o\ac(□,新)地域協働水質改善事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　環境管理課　水環境担当　                         

電話番号：058-272-1111（内2833）
   

E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp 　　　　　　　　　　　　　　　
	事業費


　要求額：2,000（2,200）千円（前年度予算額：　　0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


・地域の小河川が抱えているミズワタ、着色や濁りなどの問題を解決する取組みを、地域住民、事業者、市町村、関係機関で構成する「地域水質改善協議会」と一体となって水質改善対策を立案して実施する。

　・県内の１地域をモデル地域とし、５カ年で水質改善を図る。

　
	２　所要経費


事業費　　2,000（2,200）千円
（先進対策の調査、モデル地域決定の調整、モデル地域における事前調査）
	　これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


　Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
　　１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

	２　これまでの取組状況


・県内の主要河川に設定している水質環境基準については、近年、下水道の整備や産業系排水の規制等により基準の達成率は９割を超え、平成２１年度からはＢＯＤについて環境基準を全ての水域で達成している。
・一方、地域の小河川、小流域においては、生活排水や中小規模の事業場排水による河川水質の汚濁や、河川底質の堆積などが認められているところがある。
・これらは、規制の規模未満(水量)、着色等の規制項目でない項目、業種に独特で処理の困難な汚濁等、事業場の排水が汚濁の原因となっていることが多い。
・地域住民の身近な河川への関心が薄れて、ごみの投棄場所になるなどの問題点が挙げられている。
・「清流の国ぎふ」づくりを推進し、ぎふの清流を保全していくためには、これらの対策に取り組む必要がある。 
	３　これまでの取組に対する評価


・水質環境基準の規制等にかからない、地域の小河川等が抱えている問題について、地域住民、事業者、市町村、関係機関が一体となって解決する取組を促進することで、ぎふの清流を保全する｡
・県内の１地域をモデル地域として選定し、地域住民、事業者、市町村等と協働により河川水質を改善する。

	決定額の考え方


　要求の趣旨に沿って、所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,200
	0
	0
	0
	0
	0
	2,200
	0
	0

	決定額
	2,000
	
	
	
	
	
	2,000
	
	


